
天空図編 
建築物が斜線制限にかかる場合に、天空率による斜線制限の緩和を受けられるかどうかを検討し
ます。 
ここでは、2方向道路において、JCBA（日本建築行政会議）方式で検討する流れを解説します。 
 
※ 天空率の解釈は、地域の特定行政庁・申請機関、またそれぞれの担当官レベルでも異なる場
合があります。実際の申請を行う際には、必ず事前に地域の特定行政庁・申請機関に確認を
行ってから作業を進めてください。 

6 図・表の配置 __________________ 8 

天空図表を作成する ______________________ 8 

算定図を作成する ________________________ 8 

北側斜線の断面図を作成する ________________ 9 

北側斜線の立面図を作成する ________________ 9 

道路斜線の断面・立面図を作成する __________ 10 

データを保存する _______________________ 10 

［補足］天空率判定が NGのときの対処方法 ____ 10 

付録 1 後退距離がある場合 _________ 11 

 

1 配置図の確認 __________________ 2 

初期設定を確認する ______________________ 2 

敷地境界線を設定する ____________________ 3 

［補足］敷地境界線の設定 __________________ 3 

2 初期設定の確認・変更 ____________ 4 

日影・天空図を開く ______________________ 4 

専用初期設定を確認する ___________________ 4 

3 敷地の読み込みと計画建物の自動配置 5 

敷地・道路を読み込む ____________________ 5 

計画建物を自動配置する ___________________ 5 

計画建物の立体を確認する _________________ 5 

4 天空率算出点の配置 _____________ 6 

北側斜線に対して算出点を配置する ___________ 6 

道路斜線に対して算出点を配置する ___________ 6 

計画建物と適合建物を確認する ______________ 7 

5 天空率判定の確認 _______________ 7 

判定を確認して判定表を配置する ____________ 7 
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－ 用途地域を確認する － 

「物件初期設定」ダイアログを開きます。 

 ツリーから「性能・地域条件」の「建築
物事項」を選びます。 

「用途地域」を確認します。 

－ 斜線タイプを確認する － 

「専用初期設定」をクリックします。 

 ツリーから「斜線タイプ」の「斜線」を
選びます。 

「用途地域」を確認します。 

 各斜線の設定を確認します。 

 
配置図の確認 1 

初期設定を確認する 

2 

3 

2 

3 

4 

1 

ONの場合、「物件初期
設定（建築物事項）」の
「用途地域」が連動 

1 

用途地域は、各種斜線
の設定に連動 

この設定は、配置図／日影・天空図／ボリューム
計画図で共通となっています。 

斜線を異なる用途地域で検討したい場合 
斜線を「商業地域」と「第 2種住居地域」など、異なる用途地域で検討するには、用途地域ごとに図面を分けます。 
「物件初期設定「建築物事項」より」を OFFにし、用途地域を変更することで、その用途地域の斜線規定を取り込むことができます。 

例） 
物件初期設定の用途地域を「商業地域」に設定します。 
配置図１面は、商業地域用として専用初期設定の「物件初期設定「建築物事項」より」は ON の状態で、敷地を入力して、パースモニタ、
立面図（※）で斜線を確認します。 
配置図 2面は、第 2種住居地域用として専用初期設定の「物件初期設定「建築物事項」より」は OFFで用途地域を変更し、敷地を入力して、
同様に斜線を確認します。 

※ 立面図 1面～4面は配置図 1面のデータが使用されます。配置図 2面以降のデータを使用する場合は、立面図 5面以降で確認できます。 
ただし、「立面図 専用初期設定（立体作成条件）」で配置図の面指定が必要です。 

【配置図 1面の 
専用初期設定 
（斜線）】 

【配置図 2面の専用初期設定（斜線）】 
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【補足】敷地境界線の設定 
敷地境界線属性は、法規 LVS、日影・天空図のほか、立面図・断面図・矩計図
での斜線制限の描画に影響します。 
ここでは、右図のような敷地、建物区画のときの敷地境界線の設定を簡単に解
説します。 

「敷地」メニューから「敷地境界線」の「個
別設定」を選びます。 

 敷地境界線をクリックします。 

「前辺へ」「次辺へ」をクリックして他の
敷地境界線を確認し、最後に「OK」をク
リックします。 

敷地境界線を設定する 

「前辺へ」「次辺へ」で 
敷地辺を変更できます。 

1 

2 

3 

「道路斜線 1」「道路斜線 2」について 
通常の道路斜線は「道路斜線 1」、住居系地域
における緩和（前面道路幅員が 12m以上の場
合）が適用される道路斜線は「道路斜線 2」に
設定します。 

「道路幅」について 
配置図や天空率の斜線制限、また立面図・断面
図・矩計図の斜線描画は、この道路幅や後退距
離、敷地高低差などを参照しています。 
道路シンボルの道路幅は、道路のシンボル描画
だけに影響し、斜線制限には影響しません。 
また、「道路自動配置」の実行時には、この値
を参照して、道路を自動配置します。 

「後退距離」について 
斜線制限で後退距離を適用する場合は、敷地境
界線から建築物（軒、庇、バルコニーを含めた
建物全体）までの距離をセットします。 

「隣地高低差」「隣地高低差 2」について 
敷地の高さをメインに考えます。敷地が道路よりも
1m高いとき、隣地高低差は「＋1000」になります。 
道路に高低差がある場合は、反時計回りで敷地辺の
始点側の高さを「隣地高低差」、終点側の高さを「隣
地高低差 2」に入力します。 
道路の傾斜は、敷地辺上で一律です。 
※「隣地高低差 2」は、敷地境界線が「道路境界線」
または「みなし道路境界線」で、斜線タイプが
「道路斜線 1」または「道路斜線 2」のときのみ
設定できます。 

A 

B 

C 

D 

3.8m 

【  】 A 

「隣地高低差」について 
敷地が隣地より 50㎜低い
とき、隣地高低差は「-50」
になります。 

【    】 

【  】 D 

B C 

建物区画 
屋根線 
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「処理選択」ダイアログの「申請・性能」
をクリックします。 

「日影・天空図」をダブルクリックします。 

「図面選択」ダイアログの「1面」をダブ
ルクリックします。 

 
初期設定の確認・変更 2 

日影・天空図を開く 

1 

2 

3 

注意：天空率を算定表に合わせる 
天空図や天空率表はこのダイアログの「半径」で作成される領域から内部算定され、 
算定図の天空率は「専用初期設定（天空率－算定図）」ダイアログの「半径」で作成さ
れる算定図の三斜求積から算出されます。 
そのため、天空図表（小さい円）と算定図表（半径 10㎝の円）の数値が異なる場合が
あり、結果を合わせたい場合は、「天空率を算定表に合わせる」を ONにすると、天空
図表も算定図の三斜求積で算出されるようになります。このとき、「専用初期設定（天
空率－算定図）」ダイアログの「半径」を決めてから天空図表を作成してください。 

－ 出隅・入隅の処理条件を設定する － 

「専用初期設定」ダイアログを開きます。 

 ツリーから「天空率」の「共通」を選びま
す。 

「道路斜線」と「隣地斜線」の処理タイプ
を設定します。 
ここでは、JCBA方式で検討するため、初
期値のままとします。 

－ 天空図の条件を設定する － 

 ツリーから「天空率」の「天空図・表」を
選びます。 

 天空図の条件を設定します。 
ここでは、初期値のまま使用します。 

「OK」をクリックします。 

専用初期設定を確認する 

2 

1 

JCBA方式 
の場合 

3 

2 

3 

1 

出隅・入隅処理タイプ 
東京、神奈川、大阪などの地域によって、出隅と入隅処理
タイプの設定は違ってきます。申請する特定行政庁・申請
機関に合わせたタイプに設定しましょう。 

方式 出隅処理 入隅処理 
東京方式 垂直 内角 1/2＋窓 

JCBA方式 沿線 回り込み（境界算定） 

※ 詳しくは、ヘルプを参照してください。 
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配置図から天空率を検討する敷地データ（敷地・道路・方位マーク）を読み込んで、計画建物（ZEROでは「日影天空用建物」
といいます）を自動配置しましょう。 

「建物」メニューから「建物区画」の「日
影天空用建物（自動配置）」を選びます。 

 ここでは、「日影天空用建物自動」ダイ
アログを次のように設定して、「OK」をク
リックします。 
「屋根伏図のみを対象」：OFF 
「屋根伏図データに高さを描画」：OFF 
「塀も対象」：ON 

 
敷地の読み込みと計画建物の自動配置 3 

計画建物を自動配置する 

「読込」メニューから「配置図データ読込」
を選びます。 

「配置図データ読込」ダイアログで「配置
図（1面）」をダブルクリックします。 
敷地、道路、方位マークが読み込まれま
す。 

敷地・道路の入力 
日影・天空図でも「敷地」「道路」メニューが用
意されており、配置図と同様、敷地・道路の入力
や敷地境界線の設定を行うことができます。 

敷地・道路を読み込む 

2 

1 

2 

3 

1 

平面図のバルコニー形状
やポーチ柱等も参照する
ときは OFFにします。 
仕上面で検討する場合は
仕上厚を入力します。 

樋の出の値だけ屋根領域
を大きくするときは ON
にします。 

「天空」メニューから「斜線適合建物確認」
を選びます。 

 敷地をクリックします。 

 検討する建物の立体をモニタで確認しま
す。パースモニタと同様、「視点」の各ボ
タンまたはマウス操作で確認できます。 

「終了」をクリックします。 

計画建物の立体を確認する 
1 

2 

3 

4 
モニタに表示されている立体部分（半透明）
が、計画建物になります。 
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2方向道路の算出点配置 
「2Aかつ 35mの範囲」と「2Aかつ 35mの範囲
を超え 10m以内の範囲」に分けて検討します。 
そのため、西側の道路斜線では、 
C－1～ が「2Aかつ 35mの範囲」の算出点、 
B－1～ が「2Aかつ 35mの範囲を超え 10m以
内の範囲」の算出点となります。 

1 

北側の隣地境界線と西・南側の道路境界線に天空率算出点を配置して、天空用計画建物（天空率計算の対象となる計画建物）
と斜線適合建物を自動作成しましょう。 

 
天空率算出点の配置 4 

「天空」メニューから「天空率算出点配置」
を選びます。 

 敷地 ⇒ 北側の境界線の順にクリック
します。 

「天空率算出点配置」ダイアログを確認
して、「OK」をクリックします。 
算出点が配置されます。 

今回の敷地の場合、 
6m道路側から 
2A＝2×6m＝12mとなります。 

同様にして、西側と南側の道路境界線に算出
点を配置します。 

北側斜線に対して算出点を配置する 

道路斜線に対して算出点を配置する 

敷地境界線属性の斜
線タイプから「離れ」
と「ピッチ」が自動
算出されます。 

敷地を指定 

境界線を指定 

2 

3 

10m 

2Aかつ 
35m範囲 

5 

4 

敷地の北側に点線の領域ができます。 
この領域が、「2Aかつ 35mの範囲」を
超え、狭い道路の中心線から 10m以内
のエリアとなります。 
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立体のアイソメ図面を作成する 
「図面化」で、アイソメ図面を配置できます。 
「設定」で、図面化の条件を設定します。 

「天空」メニューから「斜線適合建物確認」
を選びます。 

 敷地をクリックすると、「斜線適合建物
確認」ダイアログに計画建物と各辺に対
する適合建物が表示されます。 

「敷地 辺番号」を変更して、その他の辺
の適合建物について確認します。 

 確認できたら、「終了」をクリックして、
ダイアログを閉じます。 

計画建物と適合建物を確認する 

計画建物が
斜線適合建
物に抵触 

【茶色の立体】 
斜線適合建物を示しています。 

【紫色の立体】 
斜線の影響を受け、天空率計算
対象となる計画建物（天空用計
画建物）を示しています。 

2 

1 

計画建物が
斜線適合建
物に抵触 

「天空」メニューから「天空率表」を選び
ます。 

 敷地をクリックすると、天空率の計算を
開始します。 

 各算出点における計画建物・斜線適合建
物の天空率と、それらを比較した判定結
果を確認します。 

 判定表を配置する場合は、「OK」をク
リックして、判定表の配置位置をクリッ
クします。 

 
⇒ 判定が NGのときの対処方法については、

P.10参照 

 
天空率判定の確認 5 

判定を確認して判定表を配置する 
1 

2 

3 

4 

5 

3 
4 
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1 
 

図・表の配置 6 

「天空」メニューから「天空図表作成」を
選びます。 

 北側斜線の算出点を全て選択します。 
（選択方法：要素範囲） 

「天空図表作成」ダイアログの「折り返し
数」を設定します。 

 天空図表の配置位置をクリックします。 

 続けて、道路斜線の算出点を全て選択し
ます。 

 天空図表の配置位置をクリックします。 

ここでは、道路斜線の算定点で天空率の差分
が一番少ない B-1の算定図を作成します。 
 
 
 

 

「天空」メニューから「天空率算定図表作
成」を選びます。 

 算出点（B-1）をクリックします。 

 マウスカーソル部分に「YES」「NO」が
表示されるので、マウスの左ボタンをク
リックします。 

 算定図の配置位置をクリックします。 

 適合建物の天空率と計画建物の天空率を
それぞれ確認します。 

天空図表が大きい場合 
次の方法を試してみてください。 

（A）「天空図表作成」ダイアログの「別描画」を OFFにし
て、適合建物と計画建物をまとめて描画します。 

（B）「天空図表作成」ダイアログの「半径」で、天空図の
半径を小さくします。 

（C）図表だけを別図面に配置したいときは、図表の配置後、
コピーして別図面に貼り付けます。 

天空図表を作成する 

算定図を作成する 

2 
 

3 

4 
 
 

6 
 
 

5 
 

折り返し数が「5」の場合 

1 

2 

3 

4 

左ボタンは「YES」 
右ボタンは「NO」 

「仰角目盛」「方位角目盛」
を指定しておくと、算定図
に目盛が表示されます。 

天空率の円弧を三斜で計測
し、計画建物と適合建物の根
拠を明確に示したものです。 

算定図について 
特定行政庁・申請機関によっても異なりますが、
1つの斜線検討に対して、一番厳しいポイント 
1つで作成すればよいと言われています。 

対象となる天空用建物 

【適合建物】 【計画建物】 

算定図 

算定表 

正射影図位置確認表 

5 
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1 

ここでは、断面図で指定した算出点の立面図
を作成しましょう。 

「天空」メニューから「天空率参考図」の
「天空率立面図」を選びます。 

 算出点をクリックします。 

「天空率立面図」ダイアログの「立面図設
定」を確認します。 

「図面化」をクリックします。 

 立面図の配置位置をクリックします。 

北側斜線の立面図を作成する 

5 

2 

「天空」メニューから「天空率参考図」の
「天空率断面図」を選びます。 

 北側斜線の算出点をクリックします。 
自動的に切断線が設定されます。 

 見えがかりの方向をクリックします。 

「天空率断面図」ダイアログの「断面図設
定」を確認します。 

「図面化」をクリックします。 

 断面図の配置位置をクリックします。 

北側斜線の断面図を作成する 

切断線 

2 

算出点指定 

3 

方向指定 

6 

枠 

1 

4 

5 

寸法線 

目地 

3 

4 

天空率断面図・立面図について 
断面図は算出点を指定して、その算出点から対象
となる境界線と垂直となるように切断線を引い
て作成します。立面図は指定した算出点から見た
立面図になります。 
確認申請図書では 2面以上の立面図（断面図）が
求められています。どの算出点の立面図（断面図）
が必要かは、特定行政庁・申請機関に確認してく
ださい。 

切断記号 
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同様の操作で、西側の道路斜線の断面図・立
面図を作成しましょう。 
 
※ 2方向道路のように、対象となる境界線が

2つの場合は、算出点の指定後、対象とな
る境界線をクリックします。 

道路斜線の断面・立面図を作成する 

3 
2 

2 

4 

1 

1 

 ツールバーの「上書き保存」をクリック
します。 

 保存する図面を確認して、「はい」をクリ
ックします。 

データを保存する 

2 

【補足】天空率判定が NGのときの対処方法 
天空率の判定において、右図のように NGになった場合は、計画の
見直しが必要になります。次のような対処をお試しください。 

（A）敷地と建物の位置関係を修正する 

（B）屋根伏図で、斜線に掛からないように屋根を編集する 

（C）プラン変更して建物ボリュームを縮小する 
 
例えば、（A）の方法では、「編集」メニューの「敷地移動」を使用します。敷地と建物の位置を修正したら、「天空」メニ
ューの「天空用計画建物再作成」を実行すると、天空率計算用の計画建物で距離の訂正が認識されます。 

天空用計画建物の再作成が必要なとき 
算出点を配置した後に、次のことを行ったときは、天空用
計画建物を再作成してください。 
・敷地と計画建物の位置を変更した場合 
・斜線適合建物または計画建物を変更した場合 

1 
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【配置図】 

塀 
「下端高」：－1000㎜ 
「全体高」：2000㎜ 

道路 
GL－1000㎜ 

地盤面 
GL±0㎜ 

 
後退距離がある場合 1 

次図のような物件において、道路斜線に後退距離を適用して天空率の検討を行う場合の操作を解説します。 
※ 後退距離の適用については、事前に特定行政庁・申請機関に確認を行ってください。 

「読込」メニューから「配置図データ読込」
を選びます。 

「配置図データ読込」ダイアログで「配置
図（1面）」をダブルクリックします。 

敷地・道路を読み込む 

2 

1 

「建物」メニューから「建物区画」の「日
影天空用建物（自動配置）」を選びます。 

 ここでは、「日影天空用建物自動」ダイ
アログを次のように設定して、「OK」をク
リックします。 
「屋根伏図のみを対象」：OFF 
「躯体からのオフセット」：20㎜ 
「樋先考慮」：OFF 
「屋根伏図データに高さを描画」：OFF 
「塀も対象」：ON 
「配置図」：1面 

 

「天空」メニューから「斜線適合建物確認」
を選び、敷地をクリックして、作成され
た計画建物を確認します。 

 

計画建物を自動配置する 

2 

3 

1 

4 

塀の計画建物 

バルコニーの 
計画建物 

地盤（敷地高低 
差）の計画建物 

【パースモニタ】 



1 天空図 
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隣地高低差と算出点測定高 
この高低差は、天空率の算出点を自動配置する際、算出点の測定高に連動します。 
高低差が 1mを超える場合は、「敷地境界線設定」ダイアログの「隣地高低差」をもとに、 
（H－1）/2だけ路面より高い位置となるよう、算出点の測定高が自動設定されます。 

～ 「天空」メニューから「天空率算出点
配置」を選び、東側の道路境界線に算出
点を配置します。 

「天空」メニューから「斜線適合建物確認」
を選び、道路境界線の適合建物と計画建
物を確認します。 

2 

3 

敷地を指定 

境界線を指定 

4 

算出点を配置する 

 

道路斜線に後退距離を適用してみましょう。 

「情報」メニューから「線間計測」を選び、
道路境界線から計画建物（この場合は 1
階屋根）までの後退距離を計測します。 
ここでは「900.0㎜」となります。 

「敷地」メニューから「敷地境界線」の「個
別設定」を選びます。 

 敷地をクリックします。 

 ダイアログを次のように設定して、
「OK」をクリックします。 
「後退距離」：900.0㎜ 
「隣地高低差」：1000㎜ 
「隣地高低差 2」：1000㎜ 

⇒ 敷地境界線の設定については、P.3参照 

敷地境界線を設定する 
1 

2 

3 

4 

5 

1 

【白色透明の立体】 
この透明の部分は、斜線の影響を受けな
い計画建物であることを示しています。 

しかし、天空率では、塀（擁壁）などの建築物も天空用計画
建物（紫色の立体）に算入し、敷地が道路よりも高い場合は、
地盤も天空用計画建物と適合建物（茶色の立体）の両方に算
入しなければいけません。 

【茶色の立体】 
斜線適合建物を示しています。 

【紫色の立体】 
斜線の影響を受け、天空率計算対象と
なる計画建物を示しています。 

【後退距離がない場合】 

【補足】 
後退距離が設定されていない場合は、塀、地盤
も自動的に天空用計画建物に含まれます。 

例）高低差が 1.5mの場合 
緩和高＝（1500－1000）/2 ＝ 250 
測定高＝－1500＋250 ＝ －1250 

 

5 

敷地境界線設定の「隣地
高低差」「隣地高低差 2」
が連動します。 

後退距離 



1 天空図 
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1 

塀部分に天空用計画建物を手入力します。 

「天空」メニューから「天空用計画建物」
の「天空用計画建物入力」を選びます。 

 ダイアログを次のように設定します。 

「上端高」：GL＋1000㎜ 
「下端高有効」：ON 
「下端高」：GL－1000㎜ 

 任意の算出点をクリックします。 

 塀部分の計画建物（日影天空用建物）と
後退距離の位置を参照しながら、右図の
ように塀部分に天空用計画建物を手入力
します。 

手入力した天空用計画建物がある場合 
「天空」メニューの「天空用計画建物再作成」を実行すると、
次の確認画面が表示されます。 
「はい」をクリックすると、手入力した天空用計画建物を残
したまま、天空用計画建物が再作成されます。 

後退距離の位置 

※ 解説図は、入力箇所が識別できるように
塗り潰しています。 

セットバック部分の塀・地盤部分
の建築物が天空用計画建物に含ま
れたことを確認できます。 

2 

3 

4 

塀を天空用計画建物に算入する 

続けて、地盤部分に天空用計画建物を手入力
します。 
ここでは、次のように設定します。 

「上端高」：GL±0㎜ 
「下端高有効」：ON 
「下端高」：GL－1000㎜ 
 

※「天空」メニューから「斜線適合建物確認」
を選び、天空用計画建物を確認します。 

地盤を天空用計画建物に算入する 

1 

2 

3 

適合建物の範囲内にある地盤部分は、算出点の
配置時に自動的に計画建物が作成されます。 



1 天空図 
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天空図を確認すると 
次図の天空図は、塀・地盤部分に天空用計画建物、地盤部分に適合建物を手入力した場合と手入力していない場合を比較したものです。 
 
図（A1）には、塀・地盤部分の天空用計画建物の投影面積が表示されていることを確認できます。 
図（B1）には、地盤部分の適合建物の投影面積が表示されていることを確認できます。 

1 

2 

【（A1）塀の計画建物あり】 【（A2）塀の計画建物なし】 

「天空」メニューから「天空率表」を選
び、敷地をクリックして、判定を確認し
ます。 

天空率の判定を確認する 

地盤に高低差と後退距離がある場合は、次の

手順で地盤部分に適合建物を手入力する必

要があります。 

「天空」メニューから「斜線適合建物」の
「斜線適合建物入力」を選びます。 

 任意の算出点をクリックします。 

 ダイアログを次のように設定します。 

「基準線の高さ」：GL±0㎜ 
「斜線勾配」：0 

 斜線適合建物の範囲を入力します。 

 勾配は「0」ですが、勾配基準線の指定が
必要のため、勾配基準線の始点と終点を
クリックします。 

 

※ 適合建物の基準線の高さは GL±0㎜です
が、適合建物の下端は算出点の高さから
立ち上がっているとみなして計算されま
す。 

地盤を適合建物に算入する 1 

3 

2 4 

5 

【（B1）地盤の適合建物あり】 【（B2）地盤の適合建物なし】 


